
2022年度 総務委員会活動計画（案） 

 

１．目的 
連盟行事が潤滑に開催できるよう、以下の内容の通り活動する。 

 

２．活動内容 
（１）総務委員会 年１～２回程度予定 

（２）2022年度小田原ミニバス連盟総会資料取りまとめ 

（３）各委員会からチームへの通知案内 

（４）各チームからの窓口 

（５）各大会抽選会の通知案内及び抽選会補助 

（６）各大会開会式の司会進行及び最終日閉会式 表彰式進行（状況によりなし） 

（７）各大会決勝戦の選手・スタッフ紹介アナウンス 

（８）各大会の賞品・賞状の手配作成 

（９）常任理事会、委員長会議会場準備・通知案内 

 

 

  



2022年度 競技委員会活動計画（案） 

 

１．目的 
 

競技委員会は、「友情・ほほえみ・フェアプレイの精神」を、選手・保護者会・各チーム

指導者・連盟役員の皆さんで遵守して頂き、バスケットボールを通してチームスポーツの

楽しさ・ルールを守る事の大切さを理解し、実践して行く事を願い委員会活動を行う。 

 

２．活動内容 
 

（１）年間活動 

・公共体育館の事前年間予約 

・連盟主催大会での公共体育館などの打ち合わせ及び運営 

・全国大会・県予選などの打ち合わせ及び役員派遣 

・バスケットボール祭への役員派遣及び事前準備 

・各大会 小学校会場手配 

・競技委員会会議 各大会前と委員長の必要とする時 

 

（２）各大会抽選会・運営・準備 

・協会長杯     トーナメント 

・リーグ戦（前期・後期）  ブロック決め 

・大井カップ     予選リーグ・決勝トーナメント 

・連盟杯       予選リーグ・決勝トーナメント 

・新人戦       予選リーグ・順位リーグ 

・春季下学年交歓会 

・県キッズ大会兼秋季下学年交歓大会 

・６年生交歓会 

 

（３）日程作成 

・各大会（予選リーグ・順位リーグまたは決勝トーナメント） 

・新人戦（予選リーグ・順位リーグ） 

・春季下学年交歓会 

・県キッズ大会兼秋季下学年交歓大会 

・６年生交歓会 

 

（４）天候等対応 

・選手、保護者の安全を第一に天候不順による競技日程の変更決定 

・天候による日程延期に伴う試合日程の調整及び修正 

・自然災害等の発生における安全第一に配慮した対応及び競技日程の変更 

 

（５）その他 

・新型コロナウィルス感染対策対応 

・小学校会場使用時の確認 

・各大会のＴＯ器具、スコアシートなどの手配 

・各大会に於ける公共体育館使用時のコート作成 

・招待大会、全国大会県予選大会、U12部会関東大会等の会場準備 

・公共体育館使用時の会場準備への人員派遣 



2022年度 審判委員会活動計画（案） 

 

１．目的 
（１）審判技術の向上及び委員相互の親睦を図ることにより、より一層の審判委員技術の向

上を目指す。 

（２）審判委員会と各チーム帯同審判員との交流を図ることにより、審判技術の向上、さら

には各チームのレベルアップを目指す。 

 

２．重点項目 
（１）帯同審判員の審判技術の向上および審判初心者へ重点を置いた講習会の開催 

（２）県大会への審判派遣 

（３）若手審判員の発掘、早期上級審判の育成 

（４）連盟所属審判員の把握 

 

３．活動内容 
（１）会議・講習会等 

①審判委員会全体会議                       計 ２回 

②審判委員会役員会議（大会審判・ＭＣ割当の調整、講習会の企画等） 計１８回 

③帯同審判講習会・初心者講習会                  計 ３回 

④ＴＯ講習会                           計 １回 

⑤審判強化講習会                         計 ３回 

⑥Ｕ１２小田原支部所属審判員の把握、審判登録手続きの調整 

⑦Ｕ１２小田原支部各大会審判割当て及び審判                    各大会 

⑧神奈川県Ｕ１２部会 審判委員会参加                       随 時 

⑨審判派遣（全国大会・関東大会・県大会・他地区大会）        随 時 

 ※県各大会及び各講習会への積極的参加を図る。 

 

（２）その他審判活動 

①全国審判長会議伝達講習会参加 

②小田原バスケットボール協会審判講習会参加 

③小田原バスケットボール協会審判委員会参加 

④神奈川県 U12部会審判講習会参加 

⑤神奈川県バスケットボール協会審判講習会参加 

⑥中学・高校・大学・一般の大会への審判派遣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2022年度 技術委員会活動計画（案） 

 

１．目的 
（１）小田原地区におけるミニバスケットボールの普及と底辺の向上 

（２）バスケットボール技術のレベルアップと選手の強化 

（３）指導者の指導力向上 

（４）ミニから中学・高校・一般までの技術指導の系統化と連携 

 

２．活動内容 
（１）技術委員会の開催 

①技術講習下会内容について                     随 時 

（２）バスケット技術・知識の向上および伝達 

①U12伝達講習会内容の地区への伝達                （５月） 

（３）Odawara Development Center U12の開催               通 年 

（４）選手選考関係 

①選抜選手選考会及び練習会、交歓会             （６月～８月） 

②県優秀選手候補者の選考                    （１２月） 

（５）マンツーマンディフェンスの推進・普及、コミッショナーの育成     随 時 

（６）その他 

 


